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は
じ
め
に 接続・取り付け部品を確認する

ハイダウェイユニット
× 1

タッピングネジ
(4 × 12 mm) × 4

取付アングル × 2

座付きネジ
(4 × 8 mm) × 4

マジックテープ
(大) × 2

本体 × 1

ブッシュ × 1

バインドネジ
(5 × 6 mm) × 4

ネジ × 1

バインドネジ
(4 × 3 mm) × 4

目隠しシール × 1

皿ネジ
(5 × 6 mm) × 4

クリーニングクロス
× 1

リモコン関係

リモコン × 1 リチウム電池
(CR2025) × 1

マジックテープ (小)
(かたい方) × 1

マジックテープ (小)
(やわらかい方) × 1

ハイダウェイユニット関係

本体関係
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TVアンテナ関係

TVアンテナ
右用・左用　各1

ガラスクリーナー剤
× 1

クロス × 1

塗装保護シート × 2

コードレール × 4

エレメント固定
ホルダー × 4

クランパー × 6

六角レンチ × 1

コード関係

電源コード
(本体用) × 1

紫リード線延長
コード (8 m) × 1

結束バンド × 8

電源コード (ハイダ
ウェイユニット用) × 1

アンテナ延長
ケーブル (3 m) × 1

ノイズフィルター
(大) × 5

30ピンケーブル
(3 m) × 1

RCA出力コード × 1

ノイズフィルター
(小) × 4

21ピンケーブル
(3 m) × 1

マイク × 1

●ブッシュを使用した本体の取り付けを行う場合、本機に付属のネジとブッシュを使用してく
ださい。別売の取付キットに同梱のネジ、ブッシュを使用すると、正しく取り付けられない
ため本機の故障の原因となります。

メ モ
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は
じ
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に

下図は、本機の配置例です。
実際は、組み合わせた製品とご自分のお車に合わせて、製品を配置してください。

TVアンテナ
(リアガラス)

ハイダウェイユニット (助手席シート下)

リモコン (センターコンソール)

本体 (コンソール)

製品の配置例
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接続の前に知ってほしいこと

接続上のご注意

●本機は、エンジンスイッチにACCがない車
では使用できません。必ず、エンジンス
イッチにACCがある車でご使用くだ
さい。

●赤リード線 (アクセサリー電源) は、常に
バッテリーから電源が供給される電源回路
には、接続しないでください。接続すると
車のバッテリーが消耗してしまいます。

●黒リード線 (アース) は、パワーアンプな
どの消費電流が大きい製品のアースとは
別々に取り付けてください。まとめて取り
付けると、ネジが緩んだり外れたりしたと
き、製品の発煙・故障の原因となる恐れ
があります。

● 本機のアンプにはBPTLという回路を使用し
ています。スピーカーのリード線を直接
アースしたり、複数のスピーカーの (－)
リード線を、共通にして接続しないでくだ
さい。

● 本機と組み合わせるスピーカーには、最大
入力50W以上のハイパワー用で、インピー
ダンスが4Ωから8Ωのものを使用してくだ
さい。規格以外のスピーカーのご使用は、ス
ピーカーの発火・発煙・破損の原因となり
ます。

● 若草色リード線 (パーキングブレーキスイッ
チ) は、必ずパーキングブレーキスイッチの電
源側に接続してください。接続しないと、テ
レビやDVDなどの映像を見ることができな
くなります。

● ガラスアンテナ車は、アンテナブースター
の電源を、必ず本機の青リード線 (オートアン
テナ) に接続してください。接続を忘れるとラ
ジオが受信できません。

アンテナブースターの電源の位置は、車
種によって異なります。(ラジオがON
にならないと、ブースターがONになら
ない車もあります。）詳しくは、取り付
け技術のある販売店にご相談ください。

本機と他の製品では同じ働きのコードで
も色が異なる場合があります。本機と他
の製品とを接続される場合、それぞれの
製品に付属の取付説明書をよくお読みに
なり、同じ働きのコードどうしを接続し
てください。
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●コネクターは、“カチッ”と音がするまで押
し込んで、確実に接続してください。ス
ムーズに入らない場合は、色が間違ってい
る可能性がありますので、コネクターどう
しの色を確認してください。また、無理に
挿入しないでください。故障の原因となる
場合があります。

●コネクターを外すときは、図のようにコネ
クター部分を持ってロックを押しながら、
引っ張ってください。
コードを引っ張るとコードが抜けてしまうこ
とがあります。

コネクターの着脱のしかた

つづき

接続の前に知ってほしいこと

ノイズ防止のために
●ノイズ防止のため、TVアンテナおよびアン
テナコードは、下記の物からできるだけ離
して配置してください。
＊30ピンケーブル
＊21ピンケーブル
＊本体

＊ FM/AMアンテナおよびそのアンテナコード
＊RGBケーブル
＊ IP-BUSケーブル
＊RCAコード
＊電源コード
＊車のコードおよび機器類
＊ナビゲーション本体
＊GPSアンテナ

それぞれのコードどうしもできるだけ離して
ください。一緒に束ねたり、重ねたり、交
差させたりしないでください。アンテナや
アンテナコードにノイズが飛び込むと受信感
度が悪くなります。

●RCAコードに何も接続しない場合は、付属
のキャップを外さないでください。

30ピンおよびIP-BUSの接続について
●30ピンおよびIP-BUSの端子とケーブルは、
同じ色どうしを接続してください (コネク
ターの接続部分が色分けされています)。違
う色のコネクターを接続すると、正常に動作
しないことがあります。

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなると、電
圧が不足する場合があります。そのような
ときは、バッテリーから直接電源をお取り
ください。当社では、電源配線キット「RD-
221」を別売していますので、販売店にご
相談ください。

接続のポイント
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ハイダウェイユニット

結束バンド 電源コード
（ハイダウェイユニット用）

赤

白
赤

白

黒

黒

リアスピーカー
出力

フロント
スピーカー出力

サブウーファー
出力

センター
スピーカー出力

結束バンド

ノイズフィルター (大)

ノイズフィルター (大)

　21ピンケーブル

ノイズフィルター (小)RCA出力コード

結束バンド

結束バンドを締め
て、コードを固定
します。

ノイズフィルター
の溝にコードを束
ねて挟みます。

結束バンドをノイズ
フィルターの穴に通
して締め、コードを
固定します。

ノイズフィルターの溝にコー
ドを束ねて挟みます。

結束バンド

ノイズフィルター (小) の取り付けかた ノイズフィルター (大) の取り付けかた

結束バンド

ノイズ
フィルター (大)

本体

スピーカーリード線

スピーカーリード線以外のコード

結束バンド

電源コード
（本体用）

ノイズフィルター (大)

ノイズフィルター (小)

30ピンケーブル

ノイズを防ぐために、付属のノイズフィルターを取り付けます。

ノイズフィルターの取り付け
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接続端子のなまえと働き

⁄6 ⁄7,

mn

. ⁄1⁄0 ⁄3 ⁄4

b

⁄2 ⁄5

vxz c

ハイダウェイユニット

本体
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zバック信号入力
車の前進/後退を判断するために使用しま
す。「シフトレバーをリバースの位置にし
たときに電圧が変化するリード線」に接
続してください。

xオートアンテナ (青) (20 cm)
アンテナをコントロールするために使用し
ます。(12 V DC、300 mA以内でご使用
ください。) 下記以外の場合は、何も接続し
ないでください。

●オートアンテナ車の場合：
車側のオートアンテナのコントロール入力
端子に接続してください。

●アンテナブースターの電源がある場合：
車側のアンテナブースターの電源入力端子
に接続してください。

c26ピンRGBケーブル (黒)
パイオニア製の26ピンRGB出力付きの
HDDナビゲーションに接続します。

v21ピン入力端子 (黒)
21ピンケーブルで、ハイダウェイユニッ
トと接続します。

b電源
付属の電源コード (本体用)を接続します。

nスピーカー出力端子 (RCA)
付属のRCA出力コードを使用して、ス
ピーカーやサブウーファーに接続します。

m30ピン入力端子 (紫)
30ピンケーブルで、ハイダウェイユニッ
トと接続します。

,電源
付属の電源コード (ハイダウェイユニット
用)を接続します。

.リアモニター映像出力端子 (黄)/
リアモニター音声出力端子 (白・赤)
リアモニター (後部座席用モニター) 用の
信号が出力されます。後部座席に設置す
るモニターの入力端子と接続してくださ
い。それ以外は、何も接続しないでくだ
さい。

⁄030ピン出力端子 (紫)
30ピンケーブルで、本体と接続します。

⁄1 IP-BUS入力 (青)
IP-BUS出力のある製品を接続します。

⁄2TVアンテナ接続端子1～4
付属のTVアンテナを接続します。1から
順に接続してください。

⁄3映像入力 (黄)/音声入力 (白・赤)
RCA出力付きポータブルビデオなどを接続
することができます。

⁄4バックカメラ入力端子 (黄)
バックカメラを接続します。

⁄5マイク入力端子
オートイコライジングをするときに、付
属のマイクを接続します。
(☞ 取扱説明書)

⁄6アンテナジャック
カーアンテナプラグを接続します。

⁄721ピン出力端子
21ピンケーブルで、本体と接続します。
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

システムの接続

15 cm

3 m

本体

紫
30ピンケーブル

21ピンケーブル

21ピン入力
(☞ 18ページ)

(☞ 8ページ)
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ハイダウェイユニット

3 m

紫
IP-BUS
入力 (青)

TVアンテナ

7 m

7 m

注: 他のケーブルと束
ねないでください。

黒

IP-BUS入力 (青)

3 m
カーアンテナプラグ
(車のアンテナより)

アンテナ延長ケーブル

マルチCDプレーヤー
「CDX-P670」など
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

電源コードの接続（本体）

90 cm

フィルター

黒

黄

赤

黄 /黒

ヒューズ（10A）

橙 /白

90 cm

20 cm

20 cm

30 cm

210 cm

ヒューズ抵抗

ヒューズ抵抗

若草色

ミュート
パイオニア製のナビゲーションシステムなどの別売
製品と組み合わせるときに、本機の音量をコント
ロールするために使用します。（別売製品からのコ
ントロール信号が入力されると、本機の音量が自動
的に変化します。) 組み合わせた別売製品に黄 / 黒
リード線 (セルラーミュートまたはミュート ) があ
る場合は、そこに接続してください。それ以外は何
も接続しないでください。

アクセサリー電源
車のエンジンスイッチをACCの位置にしたときに電
源が供給される電源回路に接続してください。

イルミ電源
車のライトをONにしたときに電源が供給される電源回
路 (時計の照明回路やスモールランプ回路など) に接続し
てください。

＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、
常にバッテリーから電源が供給される電源回路
に接続してください。

アース
車のボディの金属部に確実に接続してください。

注：赤、黄、橙/白リード線は車のヒューズユ
ニットを通した後の端子に接続してくだ
さい。

注：電源コードの、ヒューズから本体、および
ヒューズ抵抗から本体の間に、他の機器の
リード線を接続しないでください。

注：ヒューズを交換するときは、必ず同じ
容量のヒューズと交換してください。

＋側

アース側

注：このリード線の接続を間違ったり、
忘れたりすると、テレビやDVDなど
の映像を見ることができなくなり
ます。

接続方法

ラジオペンチ
で強くはさむ。

パーキングブレーキス
イッチの＋側リード線
をはさみ込む。

パーキングブレーキスイッチの
位置は、車種によって異なりま
す。詳しくは、お買い上げの販
売店にご相談ください。
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バックランプの
リード線

ヒューズ抵抗

接続方法

バックランプの
リード線をはさ
み込む。

ラジオペンチで
強くはさむ。

バック信号入力

この接続は車の前進 /後退を判断するためのも
のです。バックランプのリード線の「シフトレ
バーをリバースの位置にしたときに電圧が変化
するリード線」に接続してください。

※バックカメラを使用する場合は必ず接続して
ください。接続しないとバックカメラ映像に
切り換わりません。

電源コード (本体用)

本体

15 cm

紫 /白

(☞ 18ページ)

スピーカーリード線の説明は（☞ 14ページ）

(☞ 8ページ)

(☞ 10ページ)

8 m
紫/白

バックランプ (シフトレバーが
リバース［R］のときに点灯す
るランプ) の位置を確認し、ト
ランク内から、バックランプの
リード線を取り出します。
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

スピーカーの接続 1

緑/黒

紫/黒

白

白/黒

灰

灰/黒

電源コード (本体用)

30 cm

緑

紫

20 cm

本体

RCA出力コード

サブウーファー出力

23 cm

(☞ 10ページ)
(☞ 18ページ)(☞ 8ページ)

+

≠

+

≠

+

≠

+

≠

黒

青/白

30 cm システムリモートコントロール

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロールするために使用します。
(本機がONになるとコントロール信号が出力されます。）外部ア
ンプのシステムリモートコントロールに接続してください。
(12 V DC、300 mA以内でご使用ください。)

注：スピーカーを接続しないスピーカーリード
線には、何も接続しないでください。
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黒

黒/白15 cm

15 cm

電源コード
(ハイダウェイユニット用)

+

≠

フロントSP

リアSP リアSP

サブウーファー

(前)

(後)

(左) (右)

ハイダウェイユニット

市販の
RCAコード

RCA入力端子へ

センタースピーカー出力

センターSP

サブウーファー用
外部アンプ

「例：PRS-X320J」
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

スピーカーの接続 2

市販のRCA
コード (白・赤)

市販のRCA
コード

青/白

赤 白

赤 白

赤

白

赤
黒

黒

白
赤

白

赤

白

30 cm

電源コード
(本体用)

システムリモートコントロール

RCA入力端子へ

サブウーファー用
外部アンプ

「例：PRS-X220」

センターSP用
外部アンプ

「例：PRS-X220」

フロントSP用
外部アンプ

「例：PRS-X220」

リアSP用
外部アンプ

「例：PRS-X220」

RCA入力端子へ

RCA入力端子へ

RCA入力端子へ

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロールする
ために使用します。(本機がONになるとコ
ントロール信号が出力されます。）外部ア
ンプのシステムリモートコントロールに接
続してください。(12 V DC、300 mA以内
でご使用ください。)

(前)

(後)

(右)(左)

リアスピーカー
出力

フロントスピーカー出力
センタースピーカー出力

サブウーファー出力

15 cm

15 cm

23 cm

23 cm

(☞ 8ページ)
(☞ 18ページ)

(☞ 10ページ)

RCA出力コード

本体

リアSPリアSP

サブウーファー

フロントSP

センターSP
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

電源コードの接続（ハイダウェイユニット）

+

≠

黄
＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係な
く、常にバッテリーから電源が供給される
電源回路に接続してください。注：ヒューズを交換するとき

は、必ず同じ容量のヒュー
ズと交換してください。

ヒューズ (7.5 A)

1.5 m

3 m
フィルター

黒
アース
車のボディの金属部に確実に接続してくだ
さい。

黒

黒/白

15 cm

15 cm
センタースピーカー出力
センタースピーカーを接続します。

50 cm

黒

電源コード (ハイダウェイユニット用)

ハイダウェイユニット

3 m

カーアンテナプラグ
(車のアンテナより)アンテナ延長ケーブル

注：電源コードの、ヒューズから本体、
およびヒューズ抵抗から本体の間に、
他の機器のリード線を接続しないで
ください。

注：黄リード線は車のヒューズユニット
を通した後の端子に接続してくだ
さい。
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本体

40 cm

例：DVD/CDユニット内蔵HDDナビ
ゲーションサーバー「AVIC-H9」

黒

長さが足りないときは、別売の
「CD-RGB060E」(6 m延長) ま
たは「CD-RGB005E」(50 cm
延長) をお使いください。

―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

ナビゲーションとの接続
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市販のRCAコード (白・赤)

市販のRCAコード (黄)

市販のRCAコード
(白・赤)

音声出力へ

市販のRCA
コード (黄)

映像出力へ

市販のRCAコード (黄)

リアモニター

市販のRCA入力付き
モニター

映像出力へ

映像入力へ

音声入力へ

ハイダウェイユニット

赤 白黄 黄

市販のRCA出力付き
ポータブルビデオ
など

音声出力

リア映像出力

マルチDVD
プレーヤー

赤
白

黄

リアモニター出力に、後部座席
専用のモニターを接続すると、
本機の映像を後部座席でも楽し
むことができます。リアモニ
ター出力はパーキングブレーキ
のオン/オフに関係なく映像が
出力されます。

市販のバックカメラ

―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

RCA映像/音声入力・出力の接続

警告

本機のリアモニター出力は、後部座席
でテレビやDVDを見るモニターを接続
するためのものです。リアモニター出
力に接続したモニターは、運転者が走
行中に映像を見ることができる位置に
は、絶対に設置しないでください。

禁止

リアモニター出力に接続したモニターを使用する場合
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取り付けの前に知ってほしいこと

取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作する
ことを確認してから、取り付けを行ってく
ださい。正常に動作しない場合は、接続に
間違いがないか、もう一度チェックしてく
ださい。

取付キットを別売しています
●車種や年式によっては、別売のパイオニア
製取付キットを使用しないと、取り付かな
いこともあります。当社では車種別専用取
付キットを用意していますので、販売店に
ご相談ください。

●日産車に取り付ける場合は、車種や年式に
よって別売の日産車用取付化粧パネル
「AD-N980」が必要になることがあります
ので、販売店にご相談ください。

粘着テープを貼り付ける前に
●マジックテープや両面テープを貼り付けると
ころは、汚れをよくふきとってください。ま
た、両面テープの接着面は指で触れたり、
貼り直したりしないでください。接着力が
弱くなり、はがれやすくなります。

ノイズ防止のために
●TVアンテナの取り付けのしかたによっては、
ラジオ放送に雑音が入る場合があります。TV
アンテナは、TVアンテナの取り付け
(☞ 28ページ) の説明に従って正しく取り付
けてください。

●ノイズ防止のため、TVアンテナおよびアン
テナコードは、下記の物からできるだけ離
して配置してください。
＊30ピンケーブル
＊21ピンケーブル
＊本体

＊ FM/AMアンテナおよびそのアンテナコード
＊RGBケーブル
＊ IP-BUSケーブル
＊RCAコード
＊電源コード
＊車のコードおよび機器類
＊ナビゲーション本体
＊GPSアンテナ

それぞれのコードどうしもできるだけ離して
ください。一緒に束ねたり、重ねたり、交
差させたりしないでください。アンテナや
アンテナコードにノイズが飛び込むと受信感
度が悪くなります。

取り付けのポイント

取り付け上のご注意
●必ず本機および取付キットに付属の部品を
指定通りに使用してください。指定以外
の部品を使用すると、機器内部の部品を
いためたり、しっかりと固定できずに外
れたりして危険です。

ケース

破損
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ハイダウェイユニットの取り付け

取り付け上のご注意
●次のような場所には絶対に取り付けないで
ください。高温により故障する恐れがあ
ります。
＊ダッシュボードやリアトレイの上のよう
に、直射日光の当る場所。

＊ヒーターの吹き出し口の近く。

●本機は冷却効果を高めるため冷却ファンを
使用しています。このため、冷却ファン
の周辺は十分なスペースをあけて取り付け
てください。また、ヒーターの吹き出し口
など高温になる場所への取り付けや、
カーマットなどで本機全体を覆うなどの取
り付けかたは絶対に行わないでください。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には取
り付けないでください。

●スペアータイヤボードなど、車の振動で動
く場所には絶対に取り付けないでください。

●スペアータイヤ、ジャッキ、工具などの出
し入れの邪魔にならない場所を選んで取り
付けてください。

●ハイダウェイユニットを設置する床面の下
部に、マフラー等の高温になるものがあり、
床面が熱くなるような場合、保護回路が働
き動作停止することがあります。このよ
うな場所には取り付けないでください。

●フロントシート下に取り付けるときは、
シートのスライドに支障がないように取り付
けてください。

この部分をふさが
ないでください。

ハイダウェイユニット側面
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ハイダウェイユニットの取り付け

マジックテープをハイダウェイユニットの底面に貼り付ける

マジックテープを貼り付ける前に、汚れをよくふきとってください。

カーマットに直接貼り付ける

カーマット

ハイダウェイユニット

2

マジックテープ × 2

1

マジックテープでの取り付けかた
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取付アングルをハイダウェイユニットに取り付ける

ハイダウェイユニットを車に取り付けるために、取付アングルをハイダウェイユニットに取り付け
ます。

取り付ける位置を決め、穴を開ける

タッピングネジで、しっかり固定する

タッピングネジ (4 × 12 mm) × 4

3

Ф2 ～ 2.5 mmの
穴をあけます。

印を付けます。

取付ボード

2

座付きネジ (4 × 8 mm) × 4取付アングル × 2

1

取付アングルでの取り付けかた
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車のラジオ、小物入れなどを取り外す

ラジオ、小物入れなどを取り外し、それらを止めているブラケットを取り外します。
そのブラケットを使用して、本機を取り付けます。

注：取り外すネジの位置などは車種により
異なります。詳しくは、お買い上げの
販売店、または、最寄りのディーラー
にお問い合わせください。

ブラケット

ラジオや小物入れなど

1

本体の取り付け

取り付け上のご注意
●本機の性能を十分に発揮するために、水
平に対して40度以内の角度で取り付けて
ください。

●必ず本機および取付キットに付属の部品を
指定通りに使用してください。指定以外
の部品を使用すると、機器内部の部品を
いためたり、しっかりと固定できずに外
れたりして危険です。

●車種によっては、モニターが立ち上がっ
たときに、車のエアコンなどの操作ボタ
ンを押してしまうことがあります。この
ようなときは販売店にご相談ください。

●放熱を妨げないために、下図の部分をふ
さがないようにしてください。

●本機とカーステレオを重ねて取り付けると
きは、本機を上にして取り付けてくださ
い。本機を下に取り付けると、モニター
が立ち上がったときに、カーステレオの
操作ボタンを隠してしまい、カーステレ
オの操作の妨げになります。

●車種によっては、モニターがコンソール
やダッシュボードに当ってしまい、モニ
ターの角度を上向きに調節できない場合が
あります。

●エアバックなどの安全装置装着車の場合
は、安全装置の作動に支障のないように
取り付けてください。

この部分をふさがないでください。

本体背面

40°
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ネジ止めする位置を確認する

ブラケットを本機に重ねて、ネジ穴が合う位置を確認してください。
ブラケットのネジ穴は次のタイプがあります。

トヨタ車の場合 日産車の場合

■ 取り付けスペースの奥行きが少ない車に取り付ける場合
本機の奥行きは、一般のカーステレオよりもやや長くできています。通常のネジ穴の位置でコ
ンソールに収納できない場合は、使用するネジ穴を後側にずらして取り付ける事も可能です。

例：日産車の場合

取り付けスペースの奥行きが少ないなどの理由で「後側のネジ穴を使用する場合」には、加工する
などして、必ず片側2箇所ずつネジ止めしてください。片側1箇所止めの場合、音飛びや故障の原
因となります。また、車種によっては窓口パネルの加工なども必要となりますので、商品の取り付
けにあたっては、お買い上げの販売店にご相談ください。

日産車ブラケット

通常のネジ穴を
使用する場合

後側のネジ穴を
使用する場合

タイプ 1 タイプ 2

日産車ブラケットトヨタ車ブラケット

2
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本体の取り付け

ネジ穴を後方にずらして取り付けた場合は、付属の目隠しシールを本機前面に取り付けます。

ブラケットを付属のネジで取り付ける

左側、右側、それぞれ2カ所ずつ、付属のネジでネジ止めして、元通り車に取り付けます。

バインドネジ
(5 × 6 mm)

× 4

ブラケットのネジ穴の形状に合わせてネジを選
びます。

注：付属のネジ以外は使用しないでください。
付属のネジよりも長いネジを使用すると、
本機内部の部品をいためることがあります。

バインドネジ
(4 × 3 mm)

× 4

�皿ネジ
(5 × 6 mm)

× 4

車両側のブラケットの凸部やツメ
がじゃまになり、浮いてしまう場
合は、それらをハンマーなどでつ
ぶす必要があります。
＊作業の際には安全に十分ご注意
ください。

ブラケット

3

目隠しシール

ブラケット取り付け時のご注意

左側、右側、どちらも下記のネジ穴は付属のバインドネジ (4× 3 mm) を使用してください。
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リモコンの取り付け

付属のマジックテープのかたい方をリモコンの裏面に、やわらかい方を取り付け場所に貼り付け
ます。

マジックテープ
(かたい方)

マジックテープ
(やわらかい方)

リモコン裏面

電池の裏ブタが開閉できる位置に、
マジックテープを貼り付けます。
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TVアンテナの取り付け

各部のなまえ

アンテナプラグ

左用

アンテナベース

着脱ボタン

アンテナエレメント

アンテナトップ

右用

防水パッド

TV用アンテナ
エレメント

TV用アンテナ
エレメント
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●アンテナを車室外に取り付けるときは、リ
アガラスまたはトランクリッドに両面テープ
で貼り付けます。

●アンテナを車室内に取り付けるときは、リ
アガラスに両面テープで貼り付けます。

●ガラスアンテナや熱線の上には絶対に取り付
けないでください。

●アンテナのエレメントが車幅からはみ出ない
場所、また、車の後端より後にはみ出ない
場所に取り付けてください。なお、1ボック
スカーや2ボックスカーの車室外のリアガラ
スには、絶対に貼り付けないでください。

1ボックスカー 2ボックスカー

取り付け場所について

取り付け上のご注意
●アンテナは確実に貼り付け、固定してく
ださい。確実に固定しないと、走行中に
外れたりする危険性があります。

●ガラス面に取り付けるときは、必ず付属
のクリーナー剤で、貼り付ける場所の湿
気、ホコリ、汚れ、油などを取り除き、乾
いたあとにきれいな布でふき取ってくださ
い。湿気、油などがあると、接着力が弱く
なり、はがれやすくなります。

●車のボディに取り付けるときは、塗装保
護シートを必ず使用してください。使用
しないと車のボディの塗装をはがす原因と
なることがあります。

●確実に貼り付けるため、取り付けは、天気
の良い日中に行ってください。雨や霧の日
など湿気の多いときに取り付けると、接着
力が弱くなり、はがれやすくなります。

●気温が低いときにガラス面に取り付けると
きは、接着力の低下を防ぐため、両面テー
プの接着面と取り付け場所を、車内ヒー
ターやリアデフォッガースイッチをONにし
て暖めておいてください (20℃以上）。

●リアガラスアンテナ車の場合は、トラン
クリッドに取り付けてください。（リアガラ
スに取り付けた場合、本機の電源を入れ
たままカーステレオでラジオ放送を受信す
ると、ラジオ放送に雑音が入る場合があ
ります。）

●両面テープの接着面は、指で触れたり、貼
り直したりしないでください。接着力が
弱くなり、はがれやすくなります。

●取り付け後、24時間以内は絶対に水気
(水、雨、霧、雪など) に当てないでくだ
さい。また、高速走行など、アンテナに無
理な力が加わるようなことはしないでくだ
さい。

ナビゲーションと組み合わせる場合のご注意
●ナビゲーションに付属の取付説明書もあわ
せてご覧ください。
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TVアンテナの取り付け

リアガラスに取り付ける場合

アンテナを外す

着脱ボタンを押し、アンテナをアンテナベース
から取り外します。(☞ 37ページ)

アンテナを貼り付ける
位置を決める

アンテナベースを、裏側の保護シートをはがさ
ずにガラス面に当て、アンテナベースとガラス
面との間に、できるだけすき間のできない位置
をさがします。

ガラスクリーナー剤で、
汚れ、油などを取り除く

q付属のガラスクリーナー剤を、付属のクロス
に付け、少し力を入れて拭きます。

wクリーナー剤が白く乾いたら、水で洗い流します。
eきれいな乾いた布でから拭きし、水分を完全
に取り除きます。

気温が低い時は
リアガラスを暖める

接着力の低下を防ぐために、車内ヒーターや
リアデフォッガースイッチをONにして、リア
ガラスを20℃以上に暖めます。

アンテナベースをリア
ガラスに貼り付ける

裏面の保護シートをはがし、先端から徐々に貼
り付けます。

リアガラスに密着するように、指で強
く押しつけてください。(貼り付けた
後、空気が入っていないか車内から確認
し、空気が入っていたらさらに強く押しつ
けてください。）

5

4

リアガラス

ガラスクリーナー剤

クロス

3

リア
ガラス

アンテナ
ベース

すき間ができる場合は、
アンテナベースをガラス
の曲面に合わせて曲げて
ください。(曲げすぎに
注意してください。）

ガラスの曲面に密着する
ように少し曲げます。

2

アンテナベース

アンテナ

着脱ボタン（両側）

1

●トランクを開けたときに、トランクがアン
テナのエレメントに当らない位置 (できる
だけ高い位置) に取り付けてください。

●リアワイパーの可動範囲を確認し、リア
ワイパーの可動範囲内には絶対に取り付け
ないでください。
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アンテナの取り付け角度の調節のしかた
アンテナエレメントをのばしたときに、エレメントが車幅からはみ出る場合は、アンテナベー
スの前後2本の六角穴付きネジをゆるめて、車幅からはみ出ないように取り付け角度を調節して
ください。

六角レンチ
ゆるめたネジは、調
節後しっかりと締め
直してください。

アンテナを取り付ける
(☞ 37ページ)

アンテナコードを固定する

付属のコードレールをリアガラスに貼り付け、
コードを固定します。

アンテナコードを
車内に引き込む

付属のクランパーや防水パッドで、コードを
固定します。

雨水がコードを伝わって車内へ入ら
ないように、コードをゴムパッキン
グの外側でＵ字形に曲げます。

防水パットが水平に
なるようにします。

防水パッド

クランパー × 6
クランパーで要所を固定しながら、
アンテナコードを引き回します。

8

カッターなどで必要な長
さに切断します。

切断した後、ヤ
スリなどで角
を削ります。

コードレール × 4

7

アンテナ (左用)

アンテナベース

6
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TVアンテナの取り付け

トランクリッド（車室外）に取り付ける場合

アンテナを外す

着脱ボタンを押し、アンテナをアンテナベース
から取り外します。

(☞ 37ページ)

汚れ、油などを取り除く

アンテナを貼り付ける場所の湿気、ホコリ、汚
れ、油などを取り除いてください。

アンテナベースをトランク
リッドに貼り付ける

q塗装保護シートをトランクリッドに貼り付けます。
w塗装保護シートにアンテナベースを貼り付けます。

アンテナを取り付ける
(☞ 37ページ)

アンテナ
(左用)

アンテナベース

4

トランクリッドに密着するように、
指で強く押しつけてください。

q

w

塗装保護シート × 2

3

リアガラス

クロス

2

アンテナベース

アンテナ

着脱ボタン（両側）

1

付属のガラスクリーナー剤は、塗装を
はがすことがありますので、車のボ
ディには使用しないでください。

● TVアンテナが脱落する危険があるので、
フッ素樹脂加工および再塗装された車の
ボディには貼れません。

● トランクを開けたときに、アンテナのエ
レメントがリアガラスなどに当らない位
置に取り付けてください。

塗装保護シートを必ず使用してくださ
い。使用しないと車のボディの塗装を
はがす原因となることがあります。
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アンテナコードを車内に引き込む

付属のクランパーや防水パッドで、コードを固定します。

トランクを閉めたとき、ゴム
パッキングの上に防水パッドが
水平に当るようにします。

クランパー × 6
クランパーで要所を固定し
ながら、アンテナコードを
引き回します。

防水パッド
防水パッドの前後をクランパー
で固定します。

雨水がコードを伝わって車内へ入らない
ように、コードをゴムパッキングの外側
でＵ字形に曲げます。

5

アンテナの取り付け角度の調節のしかた
アンテナエレメントをのばしたときに、エレメントが車幅からはみ出る場合は、アンテナベース
の前後2本の六角穴付きネジをゆるめて、車幅からはみ出ないように取り付け角度を調節してくだ
さい。

六角レンチ ゆるめたネジは、調
節後しっかりと締め
直してください。
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TVアンテナの取り付け

車室内に取り付ける場合

必ずお守りください
●エレメントの先端は、必ず付属のホルダーで
固定してください。外れた状態でご使用にな
ると、アンテナが脱落したり、エレメントの
先端でケガをする場合があります。

●設置後は、幼児のいたずらにご注意くだ
さい。思わぬケガの原因となる場合があ
ります。

クランパー×6

クランパー×6

ハッチの開閉の際に、ケーブルが引っ張ら
れたりじゃまにならないように、クラン
パーを使用して要所を固定してください。

例1：リアガラスへの取り付け 例2：リアハッチガラスへの取り付け

アンテナをできるだけ高い位置に取り付けると、
受信感度が良くなります。

●電波の強い地域（首都圏中心部）ではＴＶ
アンテナを車室内に取り付けられる場合が
あります。電波の弱い地域では車室外に
取り付けてください。

●車室内に取り付けた場合、車室外に取り
付けた場合と比較してテレビの映りが悪く
なります。テレビの映りが悪い場合はアン
テナを車室外に取り付けてください。

●TVアンテナの受信状態をできるだけ良く
するために、下図のようにリア（リアハッ
チ）ガラスにTVアンテナを下向きに取り
付けることをおすすめします。また、でき
るだけエレメントをのばして取り付けてく
ださい。

●断熱ガラスを使用した車および熱線遮断
フィルムを使用した車では、その一部に
電波を通しにくい種類のものがあり、受
信できないことがあります。お車のガラ
ス、フィルムの種類をお確かめください。

●熱線の上には貼り付けないでください。
取り外した際に熱線が切れる場合があり
ます。

●フロントガラスや運転の妨げになるガラス
へ取り付けないでください。

●車のガラスの大きさや角度により取り付け
ができない場合があります。アンテナを取
り付ける前に確認してください。

●取り付けの際は、ガラスの端からアンテナ
エレメントまでの間隔を20 mm以上あけて
ください。ガラスの端に近づけすぎると、
テレビの映りが悪くなる場合があります。

●車のラジエーターファンのモーターや、
ヒーターのモーターなどからノイズが飛び
込み、映像が影響を受ける場合があります。
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ストッパーを切り取る

ニッパーなどで2ヶ所 (q､w) 切断し、ストッ
パーを切り取ります。

エレメント固定ホルダーを
アンテナに取り付ける

各エレメントの先端部にエレメント固定ホル
ダーを取り付けます。

アンテナを貼り付ける
位置を決める

アンテナベースとエレメント固定ホルダー裏側
の保護シートをはがさずにガラス面に当て、取
り付ける位置を決めます。

ガラスクリーナー剤で、
汚れ、油などを取り除く

q付属のガラスクリーナー剤を、付属のクロ
スに付け、少し力を入れて拭きます。

wクリーナー剤が白く乾いたら、きれいなぬ
れた布でクリーナー剤を良くふき取ります。

eきれいな乾いた布でから拭きし、水分を完
全に取り除きます。

気温が低いときは
リアガラスを暖める

接着力の低下を防ぐために、車内ヒーターや
リアデフォッガースイッチをONにして、リア
ガラスを20℃以上に暖めます。

アンテナを取り付ける

アンテナベースとエレメント固定ホルダー裏面
の保護シートをはがし、アンテナを固定しま
す。次に付属のクランパーを使用して、アンテ
ナケーブルを固定します。（☞ 前ページ）

クランパー×6

アンテナは、必ず付属のエレ
メント固定ホルダーを使用し
て3点で固定してください。

6

5

クロス

リアガラス

ガラスクリーナー剤

4

アンテナエレメント

ガラスの端からアンテナエレメントまで
の間隔を20 mm以上あけてください。ガ
ラスの端に近づきすぎると、性能を十分
に発揮できない場合があります。

20 mm以上
20 mm以上

3

エレメント固定
ホルダー×4　　　

2

ストッパー

q

w

1
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TVアンテナの取り付け

アンテナの使いかた

アンテナを起こす

内側エレメントを横にずらす

アンテナエレメントを
いっぱいにのばす

アンテナ角度を調節する

アンテナ本体の角度は、4段階に設定できま
す。受信感度の良い角度に調節してください。

●水平よりやや上向きに調節してください。

4

左用右用

3

左用右用

内側エレメント

外側エレメント
外側エレメント

2

左用右用

1

アンテナエレメントを収納
する際のご注意
エレメントの太い部分から順に収納してく
ださい。先端は細くなっていますので、て
いねいに扱ってください。
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アンテナの着脱のしかた

自動洗車機で洗車するときや、長時間駐車する場合は、アンテナを取り外し、トランク内に収納し
てください。

アンテナの外しかた
q 着脱ボタン（両側）を押しながら、w アンテナの後部を少し持ち上げ、e矢印の方向に引き抜きます。

アンテナの取り付けかた
q アンテナベースの前側の溝に、アンテナの前側のフックを挿入します。wアンテナの後部を矢印方向に
押し、ロックさせます。（“カチッ”と音がすることを確認してください。）

アンテナベース

アンテナ

フック

溝

着脱ボタン（両側）

アンテナ

アンテナの取り扱い上のご注意

●アンテナおよびアンテナコードは、ベン
ジンやシンナーなどの揮発性の薬品でふか
ないでください。表面が侵されることが
あります。

●エレメントにゴミや汚れが付着し、ス
ムーズに伸縮しなくなった場合は、ねり
状ワックスなどでエレメントの金属部分を
みがいてください。

●アンテナのエレメントにアクセサリーなど
の飾りを付けないでください。無理な力
がかかると、エレメントが折れ曲がった
り、アンテナが脱落する恐れがあります。



38

接
続
・
取
り
付
け

が
終
わ
っ
た
ら

接続・取り付けが終わったら

接続・取り付けを
もう一度確認する

確認
接続・取り付けに誤りがないか、各コネクターは
確実に接続されているか、もう一度、目で見て確
認してください。

ボールペンの先などで
リセットボタンを押す

車のエンジンをかける

本機の動作を確認する
(☞ 取扱説明書)4

ACC ON

LO
CK

START

3

リセットボタン

2

1

接続・取り付けが終わったら、次の操作を行って、本機が正常に動作することを確認し
てください。
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